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「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
は
、
昨
年
の

６
月
に
行
わ
れ
た
国
際
専
門
家
会
議

に
よ
り
、
資
産
名
称
を
「
平
泉
―
浄

土
思
想
を
基
調
と
す
る
文
化
的
景

観
」
と
改
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

世
界
遺
産
登
録
推
薦
書
も
、
浄
土
思

想
を
中
心
に
仕
上
げ
、
昨
年　

月
に

12

ユ
ネ
ス
コ
に
受
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
国
内
の
手
続
き
は
、
す
べ
て
完

了
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
イ
コ
モ
ス

（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）に
よ
る
現

地
調
査
に
備
え
て
い
る
段
階
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
受
理
さ
れ
た
推

薦
書
の
内
容
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
内
容
と
現
地
が
符
合
し
て

い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
外
部
機

関
に
現
地
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。
そ

の
外
部
機
関
こ
そ
が
、
イ
コ
モ
ス
な

の
で
す
。

　

昨
年
現
地
調
査
が
行
わ
れ
た
島
根

県
石
見
銀
山
の
例
を
見
て
み
ま
す
。

調
査
員
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方

一
人
。
日
程
は
４
泊
５
日
で
し
た
。

あ
る
意
味
に
お
い
て
、
一
人
の
調
査

員
に
よ
っ
て
登
録
可
否
が
左
右
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
よ

ほ
ど
分
か
り
や
す
く
効
率
的
に
説
明

を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

も
ご
存
じ
の
通
り
石
見
銀
山
は
、
イ

コ
モ
ス
か
ら
「
登
録
延
期
」
の
勧
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
コ
モ
ス
の
調
査
員
は
、
現
地
調

査
を
行
っ
た
結
果
、「
登
録
」「
情
報

照
会
」「
登
録
延
期
」「
登
録
不
可
」

の
４
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
勧
告

を
世
界
遺
産
委
員
会
に
行
い
ま
す
。

こ
の
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
を
重
要
視
し

な
が
ら
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
や
は

り
同
じ
４
段
階
の
決
議
を
行
う
の
で

す
。
つ
ま
り
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地

調
査
は
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
活
動

の
中
で
の
、
最
大
の
山
場
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

基
本
的
に
わ
ず
か
５
日
間
で
、
平

泉
の
す
べ
て
を
知
っ
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

町
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

想
定
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
清
掃
作
業
な
ど
の
住
民
の
取
り

組
み
を
見
せ
る
こ
と
も
重
要
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
短
期
間

で
、
平
泉
の
良
さ
を
外
国
人
の
調
査

員
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
平
泉
町
が
一
丸
と
な
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

　

現
地
調
査
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
公
表
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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５月には日本イコモス国内委員会メンバーの稲葉信子東京文化財研究所国際企画情報研
究室長（中央）と斎藤英俊筑波大大学院教授（右隣）が当町を訪れ、現地指導を行った
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世
界
遺
産
登
録
の
可
否
を
最
終

審
査
す
る
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
）
の
第　

回
世
界

31

遺
産
委
員
会
が
６
月　

日
、
ニ
ュ

23

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

新
規
登
録
を
め
ぐ
る
審
議
は
、

　

日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開

27催
。
今
年
の
登
録
を
目
指
し
、
登

録
申
請
し
て
い
た
「
石
見
銀
山
遺

跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」（
島
根
県

大
田
市
）
な
ど　

件
の
遺
産
登
録

36

の
可
否
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
見
銀
山
遺
跡
の
審
査
は　

日
28

に
行
わ
れ
、
委
員
会
の
構
成
国
代

表
に
よ
る
全
会
一
致
で
「
登
録
」

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
同
遺
跡
は

７
月
２
日
の
委
員
会
終
了
後
、
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
諮
問
機
関

の
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡

会
議
）
に
よ
る
５
月
の
現
地
調
査

で
問
題
点
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
イ
コ
モ
ス
は
、
価
値
証
明

が
不
十
分
と
す
る
登
録
延
期
を
ユ

ネ
ス
コ
に
勧
告
。
最
終
的
に
登
録

の
可
否
を
判
断
す
る
世
界
遺
産
委

員
会
で
の
審
査
結
果
次
第
で
は
、

来
年
の
登
録
を
目
指
す
「
平
泉
の

文
化
遺
産
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
っ
た
た

め
、
委
員
会
の
動
向
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
今
後
、
来
年
の
世
界

遺
産
登
録
を
確
実
な
も
の
に
す
る

た
め
文
化
庁
、
県
、
関
係
市
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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����７月28日（土）　13：30～16：30
����平泉郷土館ふれあいホール
����町世界遺産推進協議会　
����町、平泉商工会、�平泉観光協会、
　　　　平泉ユネスコ協会
����日本イコモス国内委員会

���

　�世界遺産登録の説明（千葉世界遺産推進室長）
　�景観まちづくりＷＧの報告（千葉敏明委員）
　�景観計画案の説明（高橋建設水道課長補佐）
��������	
��

　　【コーディネーター】平野勝也さ
ん（東北大学准教授）

　　【パネリスト】
　　�篠原修さ

ん（政策研究大学院大学教授）
　　�遠藤セツ子さ

ん（中尊寺通りまちなみ整備検討会委員）
　　�千葉敏明さ

ん（景観まちづくりＷＧ委員）
　　�矢野和之さ

ん（日本イコモス事務局長）
　　�石川建設水道課長
�������町世界遺産推進協議会事務局
　　　　　　　（世界遺産推進室内）�46-2218
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い
わ
み
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平成13年４月

��������	
平成18年７月

��������	
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平成18年12月
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平成19年９月ごろ

�������
平成20年５月ごろ
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平成20年７月ごろ
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